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今
年
５
月
に
家
具
製
作
所
「K

iiro

（
き
い
ろ
）
」
を
開
業
し
、

間
伐
材
を
利
用
し
た
対
馬
産
ヒ
ノ

キ
を
生
か
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
家
具

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
阿
比
留

恭
二
さ
ん
（
25
歳
）
優
子
さ
ん

（
26
歳
）
夫
婦
。
黄
色
の
温
い
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
木
の
色
を
大
切

に
し
た
家
具
が
、
今
、
人
気
を
集

め
て
い
る
。

　　
対
馬
生
ま
れ
で
、
対
馬
育
ち
の

恭
二
さ
ん
は
、
上
県
町
瀬
田
で
生

ま
れ
、
上
対
馬
高
校
を
卒
業
後
、

福
岡
市
内
の
建
築
専
門
学
校
で
２

年
間
建
築
を
学
ん
だ
後
、
福
岡
県

大
川
市
の
家
具
製
造
販
売
会
社
に

就
職
し
た
。
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

対
馬
で
何
か
し
た
か
っ
た
、
物
作

り
が
大
好
き
で
小
学
校
の
こ
ろ
か

ら
職
人
に
憧
れ
て
い
た
」
と
夢
を

追
い
続
け
建
築
専
門
学
校
に
通
い
、

職
人
へ
の
道
を
歩
み
出
し
た
。
し

か
し
、
い
つ
し
か
建
築
関
係
の
仕

事
に
興
味
が
な
く
な
り
、
な
ぜ
か

家
具
に
心
が
引
か
れ
て
し
ま
う
よ

う
に
な
っ
た
。
「
建
築
の
仕
事
は
、

設
計
、
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
後
は
、

す
べ
て
大
工
さ
ん
ま
か
せ
に
な
る

の
が
い
や
で
、
家
具
が
い
い
ん
で

す
。
デ
ザ
イ
ン
し
て
製
作
ま
で
す

べ
て
自
分
が
で
き
る
し
、
仕
事
も

没
頭
で
き
る
。
何
よ
り
一
番
自
分

の
性
格
に
合
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
自
分
に
と
っ
て
の
天
職
を
見
極

め
て
い
る
よ
う
だ
。

　
福
岡
に
在
住
し
て
い
る
時
も
故

郷
へ
の
想
い
は
絶
え
る
こ
と
が
な

く
、
家
具
製
造
販
売
会
社
で
働
き

始
め
た
時
か
ら
既
に
、
２
年
後
は
、

対
馬
で
家
具
屋
を
や
り
た
い
と
決

め
て
い
た
。

　
独
立
を
目
指
し
、
仕
事
が
終
わ

っ
て
か
ら
家
具
設
計
や
仕
上
げ
方

な
ど
製
作
に
お
け
る
す
べ
て
を
一

生
懸
命
勉
強
。
勿
論
、
木
の
性
質

も
習
得
し
、
改
め
て
対
馬
産
ヒ
ノ

キ
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
た
よ

う
だ
。

　「
対
馬
産
ヒ
ノ
キ
の
特
徴
は
、

全
国
で
も
め
ず
ら
し
く
ピ
ン
ク
色

と
赤
み
が
か
っ
た
表
情
豊
か
な
木

目
が
一
番
の
魅
力
。
他
の
ヒ
ノ
キ

で
は
、
な
か
な
か
で
な
い
味
が
あ

り
、
温
か
な
肌
触
り
の
あ
る
素
材
。

結
構
粘
り
が
あ
り
ま
す
」
と
対
馬

の
厳
し
い
自
然
が
育
ん
だ
恵
み
に

着
目
し
、
対
馬
産
ヒ
ノ
キ
を
生
か

そ
う
と
考
え
て
い
た
。

　
島
を
離
れ
、
別
の
角
度
で
対
馬

を
見
つ
め
、
故
郷
の
雄
大
な
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
一
方
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
利
用
さ
れ
て

い
な
い
事
に
疑
問
を
抱
い
た
。
　

　「
対
馬
の
豊
富
な
素
材
が
生
か

さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
対
馬
で

始
め
る
ん
で
す
」
と
話
す
恭
二
さ

ん
、
「
対
馬
の
山
は
、
間
伐
し
な

け
れ
ば
荒
れ
て
し
ま
い
、
山
が
荒

れ
る
と
、
土
壌
浸
食
や
動
物
に
悪

い
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
海
外
の

材
料
に
押
さ
れ
国
産
材
が
使
わ
れ

て
い
な
い
影
響
も
あ
り
、
切
っ
て

材
料
を
出
荷
し
て
も
赤
字
に
な
っ

て
し
ま
う
状
態
な
ん
で
す
。
だ
っ

た
ら
僕
た
ち
が
加
工
し
、
付
加
価

値
を
付
け
対
馬
産
の
ヒ
ノ
キ
が
ど

ん
ど
ん
広
ま
れ
ば
」
と
穏
や
か
に

ロ�ク�
対馬が好きだから

ーズアップ�

家具製作所「Ｋiiro（きいろ）」を開業した阿比留恭二さん優子さん夫婦�

生
ま
れ
、育
ち
、そ
し
て
暮
ら
す
、か
け
が
え
の
な
い
島「
対
馬
」

島
を
少
し
で
も「
よ
く
し
て
い
き
た
い
」、「
ど
う
か
し
た
い
」

と
奮
闘
す
る
人
々�

取
り
組
み
方
は
様
々
で
す
が
、そ
こ
に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。�

そ
う「
対
馬
が
好
き
な
ん
で
す
」。�

そ
ん
な
想
い
を
今
回
探
っ
て
き
ま
し
た
。�

憧
れ
を
も
ち
自
然
に�

　
見
つ
け
た
家
具
へ
の
道
　�

自
然
の
恵
み
は
、
磨
き�

　
上
げ
る
と
光
を
放
つ�
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語
る
恭
二
さ
ん
の
眼
鏡
の
奥
か
ら

島
に
対
す
る
熱
い
眼
差
し
を
感
じ

た
。

　
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
り
を
も

ち
、
出
来
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
で
、

少
し
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
る
よ
う
で
、
全
て
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
。
お
客
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
わ
せ
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
る
た
め
、
同
じ
物
が
二
つ
と
な

い
、
ま
さ
に
世
界
に
一
つ
だ
け
の

家
具
が
出
来
上
が
る
。

　
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
笑
い
な
が
ら
「
何
も

考
え
ず
に
夢
の
中
で
形
が
で
き
れ

ば
い
い
の
で
す
が
」
と
「
家
具
製

作
で
最
初
の
デ
ザ
イ
ン
が
一
番
大

変
で
す
。
考
え
て
も
考
え
て

も
何
も
浮
か
ば
な
い
時
が
一

番
き
つ
い
で
す
ね
」
と
言
い

な
が
ら
も
、
常
に
利
用
者
の

気
持
ち
と
使
っ
て
い
る
人
の

笑
顔
を
頭
に
描
き
、
探
求
心

を
大
事
に
し
て
い
る
。

　
仕
上
げ
は
、
出
来
る
だ
け

木
の
温
も
り
を
大
事
に
心
が

け
ニ
ス
塗
料
を
使
用
せ
ず
オ

イ
ル
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
採
用

し
て
い
る
。
恭
二
さ
ん
に
よ

る
と
「
ニ
ス
塗
料
は
、
木
の

表
面
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
膜

を
張
る
の
で
、
木
が
呼
吸
出

来
な
い
ん
で
す
。
木
の
香
り

も
し
な
い
し
、
手
触
り
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

何
よ
り
も
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
子
供
が
ア
レ
ル

ギ
ー
に
な
る
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候

群
に
な
る
」
と
無
垢
の
肌
触
り
、

香
り
を
追
求
す
る
一
方
で
、
「
オ

イ
ル
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
仕
上
げ
は
、

木
に
オ
イ
ル
を
し
み
こ
ま
せ
る
た

め
薄
い
膜
が
で
き
る
だ
け
、
ニ
ス

塗
料
に
比
べ
傷
が
付
き
や
す
い
欠

点
が
あ
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
ニ

ス
仕
上
げ
で
傷
つ
い
た
傷
は
、
そ

の
後
、
塗
料
が
剥
が
れ
る
な
ど
不

自
然
な
傷
に
な
っ
て
し
ま
う
。
オ

イ
ル
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
傷
は
、
使

う
ほ
ど
に
味
が
で
て
き
て
自
然
と

馴
染
ん
で
い
き
ま
す
よ
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　
熊
本
県
八
代
市
出
身
の
優
子
さ

ん
、
恭
二
さ
ん
と
同
じ
会
社
で
働

き
、
お
互
い
木
に
対
す
る
価
値
観

が
近
い
の
か
、
い
つ
の
ま
に
か
交

際
が
始
ま
っ
た
。
「
交
際
を
始
め

た
と
き
か
ら
２
年
後
は
、
対
馬
で

独
立
す
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と

話
す
優
子
さ
ん
「
物
作
り
は
好
き

で
す
。
楽
し
い
で
す
」
と
コ
ー
ス

タ
ー
や
積
み
木
、
箸
置
き
、
箸
な

ど
小
物
を
作
っ
て
い
る
。
デ
ザ
イ

ン
、
色
合
い
、
木
目
を
考
え
な
が

ら
商
品
を
完
成
さ
せ
る
。
「
作
っ

て
み
て
　
ア
ラ
ッ
　
と
思
う
時
も

あ
り
ま
す
。
頭
の
イ
メ
ー
ジ
と
、

実
際
の
商
品
が
合
っ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
当
初
は
四

苦
八
苦
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
福
岡
の
会
社
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
、
ネ
ッ
ト
販
売
も
こ

な
す
傍
ら
、
商
品
の
撮
影
技
術
を

写
真
家
か
ら
習
う
な
ど
、
家
具
製

作
以
外
に
も
多
彩
な
才
能
を
発
揮

し
て
い
る
。
現
在
も
自
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
、
全
国
に
商

品
の
Ｐ
Ｒ
を
展
開
、
木
の
温
も
り

と
同
じ
よ
う
に
や
さ
し
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:/

/
k

i-iro
.jp

/

　
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
不
安
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
二
人
。
「
や
る
し
か

な
い
、
だ
れ
か
が
や
ら
な
い
と
」

と
話
す
恭
二
さ
ん
。
開
業
後
、
少

し
ず
つ
受
注
が
増
え
て
い
る
今
も

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
経
営
者
と

し
て
誰
も
が
抱
え
る
重
圧
、
だ
が

「
対
馬
は
、
疲
弊
し
き
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
ど
う
に
か
対
馬
に
帰
っ
て

き
て
火
を
と
も
し
た
い
。
若
い
人

が
も
っ
と
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
、

今
の
若
い
人
が
老
後
に
対
馬
に
帰

っ
て
き
て
も
な
に
も
な
ら
な
い
。

若
い
人
が
若
い
時
に
帰
っ
て
き
て

く
れ
れ
ば
、
島
だ
か
ら
出
来
な
い

の
で
は
な
く
、
島
だ
か
ら
出
来
る

ん
で
す
。
素
材
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

そ
こ
を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
ん

で
す
。
僕
た
ち
夫
婦
が
対
馬
で
元

気
に
や
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
若

い
人
が
『
俺
も
』
と
、
や
る
気
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
う
れ
し
い
で

す
」
と
謙
虚
に
語
る
恭
二
さ
ん
の

心
の
中
に
は
、
対
馬
と
い
う
一
つ

の
家
具
を
作
る
た
め
、
革
新
的
な

ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
若
き
職
人

魂
が
動
き
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。

素
材
を
大
事
に
、�

　
こ
だ
わ
り
を
追
求�

毎
日
が
楽
し
く
、�

　
仕
事
も
多
彩�

島
だ
か
ら
で
き
る�

　
逆
転
の
発
想�

〟

〟
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　11月16日、もみじ実行委員会主催による「2008上対馬もみじまつり」が、
もみじ街道・舟志（上対馬町内）をメイン会場に行われました。
　舟志愛鼓連の力強い太鼓演奏が山々に鳴り響き、舞踊やグリーンキッズ
によるハンドフラワー、カラオケ大会で盛り上がりました。メイン会場で
は、たくさんの出店も並び、特産品の販売が行われ大盛況でした。
　赤や黄色と色とりどりに色づいた紅葉を背に、携帯電話で記念撮影を行
い深まりゆく秋の景色を楽しんでいました。

ビックリ　蜂洞の蜜採り体験�

いりやき鍋に舌鼓　内山地区収穫祭�

感謝の気持が日本一　ソフトボール投げ�

対馬一の紅葉を満喫　2008 上対馬もみじまつり�

　10月25日、豊玉町田地区で「蜂洞の蜜採り体験」が行われ
島内外から約30人が参加し、対馬の自然が凝縮された濃厚な
蜂蜜を堪能しました。
　農林業とミツバチの関わりについての知識を深めてもらお
うと対馬市認定農業者協議会や対馬地区青年農業者協議会な
どが主催したもので、参加者は、網の付いたハチよけの麦わ
ら帽子をかぶり、重箱型の蜂洞から細い棒状の道具を使い、
巣を慎重に少しずつ切り取り出していました。この日のため
に福岡から来られた山田智子さんは、「どのように蜂蜜が採
られているか興味があったので来ました」と話してくれました。

　11月16日、厳原町内山で内山地区収穫祭が行われ、
早朝から沢山の人々が訪れました。
　地区で収穫された大根や白菜、自然薯など新鮮な農
産物や、しいたけなどの林産物が販売され、会場は大
賑わいでした。特に内山風いりやき鍋のコーナーは、
多くの人が詰めかけ、晴れ渡る秋空の下、絶品の味に
舌鼓を打ちました。
　もちつき体験のコーナーでは、「ヨイショ、ヨイシ
ョ」と、子供がリズムをとり、昔ながらの餅つきを体
験していました。会場から少し離れた畑では、イモほ

り体験も行われ「大きいのが取れたよ」とサツマイモを手にした子供が、うれしそうに収穫を喜んでいました。

　対馬市厳原町久根田舎の初村利己さんが、大分市で開催された
第8回全国障害者スポーツ大会、ソフトボール投げで見事、初優
勝を飾りました。「両下肢不完全の20歳未満ソフトボール投げ」
の種目に出場し、45.38メートルを投げ、２位の選手に13メート
ル以上の大差をつけ、ダントツで勝利しました。
　初村さんは、生まれつき両足が不自由で、歩行具を着用しなが
ら、現在は、美津島町の対馬老人ホームに勤務しています。県内
の離島から全国大会に出場した選手は初村さん一人、昨年の準優
勝の悔しさをバネに一年間、ベンチプレスなど基礎トレーニング
や投げ方の練習を一生懸命行い、一番上を狙っていました。「何より指導して下さった方や、応援をしてくれ
た多くの方の期待に答えることができホッとしました」と笑顔で話す初村さん、感謝の気持ちが日本一に導い
てくれたようでした。来年はＶ２を目指して更なる飛躍を期待しています。

じねんじょ
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　科学の楽しさを知ってもらおうと、長崎大学教養学部の実
行委員会が11月8日、美津島体育館と文化会館で「サイエン
スワールド 2008 IN対馬」を開催しました。
　イベントは、会場を「感性科学ゾーン」「生命・健康・生
活科学ゾーン」「物質科学ゾーン」「環境・エネルギー科学
ゾーン」と、４つに区切り、それぞれ37種類の実験が行わ
れました。
　子供たちは、脱脂綿から糸を作り、液体窒素でバナナを冷
やすなど、様々な実験を体験し、驚きの声が時折上がってい
ました。
　厳原小学校５年生の阿比留翼くんは、「液体窒素の容器に
中にゴム風船をつけると風船がしぼみとても不思議。でも色々分かってとってもおもしろかったです」と、楽
しそうに話してくれました。

　第５回対馬市老人クラブグラウンドゴルフ大会が、11月11
日美津島町あそうベイパークで開催されました。
　少し肌寒い日にもかかわらず、競技開始前からコースで入
念に練習を行うほど力が入り、各支部から５チーム（１チー
ム６人）が出場し、30チームで熱戦が繰り広げられました。
　ホールインワンを38名が達成し、腕前を十分発揮するなか、
「今日は、いつものように調子がでらんばい。むずかしいの
ー」と首をかしげる姿も見受けられましたが、皆さん、ハツ
ラツとしたプレーで、スポーツの秋を楽しんでいました。

　11月2日、「いきいき豊玉まつり」が「豊玉文化の郷」駐車場広
場で行われ、夫婦や家族連れなど多くの人が訪れました。
　いのしし鍋500杯が無料で振る舞われ、短時間でなくなるほど賑
わうなか、地元野菜や鮮魚の即売、各種バザー、そば打ち体験など
盛り沢山の催し物が行われました。
　ゲームイベントの三輪車競争では、ちびっ子が一生懸命ゴールを
目指し勝敗を争う姿に、周りから「がんばれー」と温かい声援が飛
び交い、お年寄から子供まで楽しいひとときを過ごしていました。

　市内の低学年を対象とした青少年劇場「なかまはたからコン
サート」が、11月10日から３日間、対馬市交流センターなど
市内３カ所で開催されました。佐世保市出身で、ＮＨＫ「おか
あさんといっしょ」３代目の「うたのおにいさん」としてお茶
の間で人気者の「たいらいさお」さんが、「なかまはたから」
をテーマに、友だちや先生、まわりの全てが大事な仲間であり
宝物であることを、歌を通し児童に語りかけてくれました。児
童は、歌いながら手で表現を行う「ドレミのうた」など、目を
輝かせながら一生懸命、コンサートに参加していました。どの

会場も、割れんばかりに元気いっぱいに歌う児童の声が、会場に響き渡り、思いやりのある優しい心が育って
いるようでした。

「なぜ？」「どうして？」サイエンスワールド 2008 IN 対馬�

元気ハツラツ　グラウンドゴルフ大会�

大賑わい　いきいき豊玉まつり�

心育む　なかまはたからコンサート�

大会結果　団体の部　優勝＝厳原：久田道喜楽会Ａ／２位＝上対馬：豊Ａ／３位＝美津島：樽ｹ浜�

　　　　　個人の部　優勝＝斉藤正一（豊玉：横浦）／２位＝武末光子（上対馬：豊Ａ）３位＝小島五郎（美津島：鶏鳴第一Ｂ）�



6

tsushima city community magazine

広報つしま  2008. 12

目で見て、耳で聞き　心に感じる�
　　　　　　本物の舞台芸術体験事業合唱公園

ハッピー　ハロウィン�

安全の光を絶やさず　海上保安庁長官表彰を受賞�

県内トップレベルが集結　第53回　県展移動展が開催�
�

　11月5日、佐須奈小中学校で「本物の舞台芸術体験事業合唱
公演」が開催されました。
　このコンサートは、児童がすぐれた舞台芸術を鑑賞すると
共に、合唱の実演指導や共演参加を行うことで芸術を愛する
心と、豊かな情操を養おうと文化庁の「本物の舞台芸術体験
事業」によって実施されました。男声合唱の力強さを演奏し
た「ソーラン節」、女性のやさしい声で輪唱風に演奏した「ほ
たるこい」「ほ・ほ・ほ」とホタルの光を歌で表現していま
した。また猫の２重唱では、オスネコとメスネコの関係をコミカルに「ミャウ」と鳴き声だけで歌うなど、生
徒から笑いがこぼれていました。
　フィナーレは、合唱団と佐須奈小中学校生徒、この日鑑賞に訪れた東部中学校の生徒も参加し「ビリーブ」
を合唱、それぞれが思い出に残る時間を過ごしていました。
　佐須奈中３年の梅野衣央梨さんは、「生で聞けて、迫力がありよく声が響いていました。パフォーマンスも
とりいれてとてもおもしろかったです」と話してくれました。

　子供たちにハロウィンを体験してもらい異国の文化に
触れてもらおうと「地域で子育てを楽しむ会」が「みち
くさウォークラリー」を実施しました。
　ティアラ前には、思い思いに仮装した小さなお化けや
魔女たちが、「ハッピーハロウイン」と声をかけ、厳原
市内の様々な場所に出現していました。ゴールの半井桃
水館では、ＡＬＴとのふれあいやコンサートが行われ、
子供から大人まで西洋の祭を楽しんでいました。

　第53回県展移動展が11月6日から4日間、対馬市交流センター
で開催されました。
　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真、デザイン計７部門の入
選のうち103点が展示され、対馬からは工芸部門で美津島町 知
の原嶋左千男さんの硯「清風明月」がＫＴＮ賞を受賞しました。
　また、写真部門でも上対馬町河内の木寺住雄さんの「港」、上
対馬町網代の佐伯哲生さんの「微笑み」、厳原町東里の高松定喜
さんの「畑かえり」、上対馬町古里の宮原勝彦さんの「あ・・、
いただきます」、美津島町 知の吉野満夫さんの「ヒジキ解禁」
が入選しました。訪れた人々は、県内トップレベルの優れた作品
を直接鑑賞し、素晴らしい作品の数々に圧倒していました。

　厳原町東里の東秀行さんが灯台の明かりが消えていないか長年見守り続け
てきた功績が讃えられ海上保安庁より感謝状が贈られました。
　昭和63年3月から20年以上、自宅近くの阿須湾南防波堤灯台と阿須湾入り
口の瀬を照らす照射灯の監視協力者として委託され、故障がないか監視を行い、
漁船の安全航行に寄与しました。
　今まで落雷や台風などで明かりが消えているのを見つけ、海上保安部に連
絡したこともあり、「灯台は漁船の安全航行に欠かせない、今後も監視を続
けていきたい」と話してくれました。

なからいとう

すいかん
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　1274年の文永の役、蒙古軍兵約３万余り、軍船約900隻を迎え撃ち壮絶な

戦死をした、対馬の守護代・宗資国と家臣の慰霊する大祭が11月12日、小

茂田浜神社で行われ多くの参拝客で賑わいました。

　地元中学生が、命婦の舞や浦安の舞の奉納を神社で行った後、鎧、兜、刀

を身に固めた武者や白装束姿にふんした氏子ら約50名が、古戦場とされる小

茂田浜まで練り歩き、勇敢に戦った将兵の霊をしのびました。

　お旅所では、神官が蒙古軍が攻めてきた沖合に向かい、三度弓を引き、武

者姿の氏子らが「エイ、エイ、オー」とときの声を上ていました。

　11月20日、比田勝幼稚園でお魚料理教室が行われ園児や保
護者、約70名が参加しました。
　魚料理の普及と食への感謝の気持ちを育んでいこうと園が
企画したもので、上対馬漁協青壮年部の有志が協力し魚を提供、
保護者に調理方法を指導しました。
　保護者は、ヒラスやイカ、太刀魚、アジを三枚にさばき、
刺身に挑戦、珍しそうに園児が見つめるなか、刺身の切り方、
盛り付け方を習っていました。
　食事会は、魚の煮付け、お吸い物も振る舞われ、さばいた
ばかりの新鮮なお刺身を、おいしそうに親子で食べていました。

比田勝の谷本真弓さんは「主人からさばき方を教えてもらっていたが、魚を三枚におろすのは、なかなかむず
かしいです。うまくさばけるようになって、子供に魚のさばき方を教えたい」と話してくれました。

　比田勝海上保安署で10月15日から17日の３日間、比田勝中学校
３年生、小宮礼央くん、井川俊介くん、峰渓介くん３名と南陽中
学校、１年生小田智彦くんが職場体験をしました。
　この体験では、心肺蘇生法等の救急講習、ロープの結び方、模
擬立入検査訓練など海の警察官として必要な知識や訓練を行いま
した。巡視艇「あきぐも」による体験航海では、実際に舵を握り
操船を体験、レーダーや双眼鏡を使用し見張りを行い国境警備を
行いました。
　体験を終え生徒からは「今回の職場体験学習で、巡視艇を操船
したり、心肺蘇生法を受講したりと大変良い経験ができました」「海上保安庁の仕事について、丁寧に教えて
もらい、いろいろな仕事があることが分かりました」と話していました。

　市や地域のイベント、園児、児童などの通学の安全を確保
する傍ら、交通安全に対する教育や、指導を行なう交通指導
員の研修会が11月5日、美津島文化会館で開催されました。
　研修会は、歩行者の誘導の仕方や誘導時の立ち位置、警笛
や誘導旗の使い方など指導員としての心得を受講しました。
　瞬時の判断で交通事故やトラブルを未然に防ぎ、私たちに
安心を提供する重要なや役割を担う交通指導員。一人ひとり
が、交通ルールを守り、マナーを実践することで交通事故防
止につながります。皆さんも、交通安全に対する理解を深め
事故にならないように努めましょう。

将兵80数人の慰霊をしのぶ　小茂田祭�

比田勝幼稚園でお魚料理教室�

国境警備を中学生が体験�

安全な交通社会へ　交通指導員研修会が開催�

も う こ ぐ ん

そうすけくに

しろしょうぞく

しんかん



8

tsushima city community magazine

広報つしま  2008. 12

　
次
世
代
を
担
う
中
学
生
や
高
校
生
が
、
学
校
教
育
や
身
近
な
経
験
や
体
験
を
通
し
、
税
に
対
す
る
関
心
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
募
集
し
た
平
成
20
年
度
の
税
に
関
す
る
中

学
生
・
高
校
生
の
作
文
の
入
選
作
が
、
厳
原
税
務
署
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
同
務
署
管
内
で
は
、
市
内
の

中
学
校
か
ら
5
4
6
点
、
高
校
か
ら
3
3
5
点
の
合
わ
せ
て
8
8
1
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
優
秀
作
品
に

対
し
て
賞
状
及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）
�

【
中
学
生
の
作
文
】�

●
長
崎
県
知
事
賞

　
僕
の
住
む
島

　
　
中
村
智
晴（

知
中
学
校
３
年
）

●
厳
原
税
務
署
長
賞

　
税
金
の
大
切
さ

　
　
園
田
美
壽

（々

知
中
学
校
３
年
）

　
税
の
使
い
道

　
　
八
島
亜
美（
豊
中
学
３
年
）

●
対
馬
市
長
賞

　
税
の
大
切
さ

　
　
西
田
紗
也
加（
浅
海
中
学
３
年
）

●
長
崎
県
納
税
貯
蓄
組
合�

　
連
合
会
長
賞�

　
私
た
ち
の
生
活
と
税

　
　
立
花
亜
築（
比
田
勝
中
学
２
年
）

●
厳
原
税
務
署
管
内�

　
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

　
税
金
の
あ
り
が
た
さ

　
　
島
本
祐
磨（
厳
原
中
学
１
年
）

　
税
金
の
大
切
さ

　
　
横
松
丈
一
朗（
厳
原
中
学
３
年
）

　
税
金
の
大
切
さ

　
　
平
間
文
悠（
久
田
中
学
１
年
）

　
ぼ
く
た
ち
と
税

　
　
桐
谷
知
成（
佐
須
中
学
３
年
）

　
知
っ
て
ほ
し
い
税
の
こ
と

　
　
早
田
妃
希（
浅
海
中
学
３
年
）

　
税
金
に
感
謝

　
　
村

萌
名
美（
豊
玉
中
学
２
年
）

　
よ
り
よ
い
未
来
へ
の
第
一
歩

　
　
中
屋
栄
一
朗（
豊
玉
中
３
年
）

　
私
達
と
税

　
　
惣
島
千
聖（
仁
田
中
学
３
年
）

�【
高
校
生
の
作
文
】�

●
厳
原
税
務
署
長
賞

　
対
馬
の
未
来
は

　
　
山
川
　
茜（
上
対
馬
高
校
１
年
）

　
身
近
な
税
金

　
　
早
田
夢
架（
豊
玉
高
校
２
年
）

●
長
崎
県
対
馬
地
方
局
長
賞

　
税
金
と
日
本

　
　
岡
村
龍
樹（
豊
玉
高
校
２
年
）

●
長
崎
県
租
税
教
育
推
進�

　
協
議
会
代
表
幹
事
賞�

　
私
た
ち
の
生
活
と
税
金

　
　
早
田
さ
や
か（
豊
玉
高
校
１
年
）

●
厳
原
税
務
署
管
内�

　
税
務
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
も
し
も
税
金
が
な
く
な
っ
た
ら
？

　
　
長
h
菜
穂
子（
上
対
馬
高
校
２
年
）

●
対
馬
納
税
貯
蓄
組
合�

　
連
合
会
会
長
賞�

　
財
政
状
況

　
　
横

大
志（
豊
玉
高
校
２
年
）

●
対
馬
間
税
会
会
長
賞�

　
消
費
税
と
日
本
の
未
来

　
　
井
手
智
美（
対
馬
高
校
２
年
）

●
社
団
法
人
対
馬
法
人
会
会
長
賞�

　
税
に
つ
い
て�

　
　
糸
瀬
美
咲（
対
馬
高
校
２
年
）

平
成
20
年
度
　
税
に
関
す
る
中
学
生
・
高
校
生
の
作
文�

�

　
平
成
20
年
度
の
税
務
署
長
賞
納

税
表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈
式
が
11

月
11
日
、
美
津
島
町
で
開
催
さ
れ

多
年
に
わ
た
る
申
告
納
税
制
度
の

普
及
及
び
発
展
、
納
税
思
想
の
向

上
に
功
績
を
あ
げ
た
と
し
て
厳
原

税
務
署
長
よ
り
表
彰
状
及
び
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
租

税
教
育
推
進
校
と
し
て
峰
町
の
東

部
中
学
校
に
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

○
厳
原
税
務
署
長
納
税
表
彰

　
早
田
豊
（
美
津
島
）

　
　（
社
）対
馬
法
人
会
理
事

○
厳
原
税
務
署
長
感
謝
状

　
伊
藤
浩
一
郎
（
美
津
島
）

　
　（
社
）対
馬
法
人
会
青
年
部
会

　
　
　
副
会
長

　
田
中
裕
二
（
上
対
馬
）

　
　
対
馬
商
工
会
上
対
馬
支
所
支

　
　
所
長

○
租
税
教
育
推
進
校
税
務
署
長
感

謝
状�

　
対
馬
市
立

東
部
中
学
校

　
児
童
、
生
徒
に
租
税
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
、
国
、
県
、
市
の
税
務
関
係

者
と
教
育
関
係
者
が
お
互
い
に
協

力
し
、
租
税
教
育
を
推
進
し
よ
う

と
「
対
馬
租
税
教
育
推
進
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
講
師
の
育
成
や
市
内

の
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
校
で

租
税
教
室
を
実
施
し
、
税
の
必
要

性
や
税
金
の
し
く
み
に
つ
い
て
、

様
々
な
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

納
税
表
彰�

表彰された方々と関係者�

協議会設立の総会様子�

対
馬
租
税
教
育
推
進�

協
議
会
が
設
立�

�



9 広報つしま  2008. 12

tsushima city community magazine

　地域の住民と市が共に汗をかき、地域の実情に応じた地域づくりを「協働」で行う地域
マネージャー制度のモデル地区と架け橋役となる担当マネージャーが決定しました。

　11月25日から、各モデル校区へ出向き地区代表者と担当マネージャーが集まった説明会を

開催し、地域づくりに向け本格的にスタートしました。

１　モデル校区及び担当マネージャー配置�

２　モデル校区説明会の状況�

厳 原 地 域 �

地 　 域 �

日　　時� 内　　　　　容�

校 　 区 � 行 　 政 　 区 � リーダー� 計�
サブ�
リーダー�

マ ネ ー �
ジ ャ ー �

金田小学校区�

上 県 地 域 �

上対馬地域�

佐護小学校区�

豊小学校区�鰐浦、豊�

美津島地域� 今里小学校区�

豊 玉 地 域 �乙宮小学校区�

峰　地　域�

1名�

1名�

1名�

1名�

1名�

1名�

2名�

2名�

1名�

1名�

1名�

1名�

15名�

15名�

8名�

6名�

6名�

11名�

18名�

18名�

10名�

8名�

8名�

13名�東小学校区�

加志、今里、尾崎�

千尋藻、曽、位之端�

櫛、佐賀、志多賀、志越�

下原、樫根、小茂田、小茂田浜、�

椎根、椎根浜、日掛、�

床谷、上山�

深山、恵古、仁田ノ内、井口、�

友谷、湊、中山�

○モデル校区地域マネージャー任命書の交付�11月17日（月）�

11月25日（火）�

11月26日（水）�

11月27日（木）�

○モデル校区説明会（厳原地域・美津島地域）�

　≪金田小学校区：19時30分～、佐須出張所2階会議室≫�

　≪今里小学校区：19時30分～、今里漁民センター≫�

�
○モデル校区説明会（上県地域・上対馬地域）�

　≪佐護小学校区：19時30分～、佐護住民センター≫�

　≪豊小学校区：19時30分～、豊地区集会施設≫�

�
○モデル校区説明会（峰地域・豊玉地域）�

　≪東小学校区：19時30分～、中対馬開発総合センター≫�

　≪乙宮小学校区：13時～、曽公民館≫�

�

地域再生推進本部　協働のまちづくり推進グループ（多田、一宮、西川）
☎0920-53-6111　FAX0920-53-6122　E-mail:tiikisaisei@city-tsushima.jp

地域マネージャー制度モデル校区が決定�
�



《平成20年度対馬市職員採用試験案内》�

�
�
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1.受付期間�
　平成20年12月10日（水）から�
　平成21年1月9日（金）までの9時から17時まで�
　ただし、土、日、祝日及び年末年始の期間は受け付けません。�
　郵送の場合は、平成21年1月9日の消印有効とします。�
�
2.第一次試験日�
　平成21年2月1日（日）�
�
3.試験会場�
　対馬市交流センター 3階　会議室�
�
4.試験区分、試験職種、職務内容、採用予定数及び受験資格�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
5.その他�
　受験資格がないことが判明した場合、合格を取り消します。また、
　申込記載事項が正しくないことが判明した場合は、合格を取り消す
　ことがあります。�
�
6.申込・問い合わせ先�
　対馬市　総務企画部　総務課　☎0920-53-6111�
　〒817-8510　長崎県対馬市厳原町国分1441番地�

次の各号の一つに該当する者は受験できません。�
（1）日本国籍を有しない者�
（2）地方公務員法第16条に該当する者�
  ○成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）�
  ○禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがな
　  くなるまでの者�
  ○対馬市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しない者�
  ○日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力
　  で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者�
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《平成20年度対馬市職員採用試験案内》�《平成20年度対馬市職員採用試験案内》�

資格免許職�

保健師の専門�

的知識を活か�

した業務�

昭和55年4月2日から�

昭和63年4月1日までに�

生まれ、保健師の資格を�

有する者又は平成20年度�

の国家試験で取得見込みの�

者で、通勤可能な者�

保健師� 若干名�

試験区分� 試験職種� 職務内容� 採用予定数� 受験資格�
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　新型インフルエンザや季節性インフルエンザなど、感染症全般に効果的な「手洗い方法」につい
て、正しい手洗いを身につけることで、感染症による接触感染のリスクを大幅に減少することが出
来ます。�
　日常生活では、多くの作業を手で行うため、この機会に、是非身につけ予防に心がけましょう。�

＊保健所では、特殊なライトと専用液で適切な手洗いが実施できたか確認できる「手洗いチェッカー」を
　学校や施設等の団体に貸し出しを行なっています。�

①時計や指輪を外す。�

②爪は短くしておく。�

③手洗いが雑になりやすい部分に注意する（図1参照）�

④タオルは共用しない（家庭内感染の拡大を防止）�

�

図１：汚れが落ちにくい部分�

1.手のひらを合わせてよく洗う� 2.手の甲を伸ばすように洗う� 3.指先・爪の間をよく洗う�

4.指の間を十分に洗う� 5.親指と手掌をねじり洗いする� 6.手首を洗う�

①流水で手を洗い流す。�

②石鹸を付けて、約30秒間手洗いをする。（図2参照）�

③流水で手を洗い流す。�

④清潔なタオルで拭く。�

図２：正しい手洗いの方法�
（厚生労働省「高齢者介護施設における感染管理のあり方に関する研究班」H17.3月抜粋）�

手洗いで新型インフルエンザ対策�手洗いで新型インフルエンザ対策�手洗いで新型インフルエンザ対策�

不明点及び手洗いチェッカー貸し出しに関するお問い合わ不明点及び手洗いチェッカー貸し出しに関するお問い合わせ　対馬保健所　せ　対馬保健所　☎0920-52-01660920-52-0166不明点及び手洗いチェッカー貸し出しに関するお問い合わせ　対馬保健所　☎0920-52-0166

《正しい手洗いの方法》�手洗いの順序�

1.手洗い前の準備�

2.手洗いの方法�

手背� 手掌�
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　父母の離婚などにより、父親と生計を同じくしていない児童が養育されている母子家庭等の生活の安定と
児童の福祉の増進を図るため「児童扶養手当」が支給されます。�

　次の条件にあてはまる18歳到達年度の末日までにある児童（一定の障害を有する場合は、20歳未満）を監
護している母または養育者に支給されます。 �
　①父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童　　⑤父から引き続き１年以上遺棄されている児童�
　②父が死亡した児童　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童�
　③父が重度の障害にある児童　　　　　　　　　　　　　　⑦婚姻によらないで生まれた児童   �
　④父の生死が明らかでない児童�

児童が１人の場合�

月　額
　全部支給……41,720円 �

　　　　一部停止……9,850円～41,710円�

児童が２人の場合�

　　　　上記金額に…5,000円加算 �

児童が３人目以降　１人につき�

　　　　上記金額に…3,000円加算 �

　国民健康保険税を年金から特別徴収でお支払いいただいている方で、口座振替をご希望される方

は、対馬市役所税務課並びに各地域活性化センター住民生活課へ、印鑑をご持参のうえお越し下さい。�

　1月31日までに手続きをされますと、平成21年4月分の年金から支払いが中止され、6月から

口座振替が開始されます。（保険税の総額はかわりません。）�

※　上記の期限を過ぎて手続きをされた場合は、6月分以降の年金から中止させていただくことに

なります。�

●　口座振替契約がされていない方は、口座振替依頼書の提出が必要です。�

　　振替口座の預金通帳、通帳のお届け印をご持参下さい。�

●　口座振替に変更した場合、その社会保険料控除は、口座振替により支払った方に適用されます。

　これにより、世帯全体の所得税や住民税が減額となる場合があります。�

お問い合わせ　対馬市福祉事務所　福祉課　☎0920－58－2294�
　　　　　　　各地域活性化センター住民生活課・各福祉保健センター�
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～児童扶養手当制度～　ご存じですか�～児童扶養手当制度～　ご存じですか�～児童扶養手当制度～　ご存じですか�

（注） １．受給者の所得が一定額以上ある場合は、手当の一部又は全部が支給されません。�
　　 ２．老齢福祉年金以外の公的年金を受けられる場合は支給できません。�

受給資格者�

支　給　額� 所 得 制 限�

0人�
1人�
2人�
3人�
4人�
5人�
6人�

1人につき�

190,000�
570,000�
950,000�
1,330,000�
1,710,000�
2,090,000�
2,470,000�

加算 380,000

1,920,000�
2,300,000�
2,680,000�
3,060,000�
3,440,000�
3,820,000�
4,200,000�

加算 380,000

2,360,000�
2,740,000�
3,120,000�
3,500,000�
3,880,000�
4,260,000�
4,640,000�

加算 380,000

2,360,000�
2,740,000�
3,120,000�
3,500,000�
3,880,000�
4,260,000�
4,640,000�

加算 380,000

扶　養�
親族数�

配偶者・�
扶養義務者�全部支給　　 一部支給停止 孤児の養育者�

受給者本人�

【所得制限限度額表】�

国民健康保険税を年金から天引でお支払いされている方々国民健康保険税を年金から天引でお支払いされている方々へはへは、�

来年度から「年金からのお支払い」と「口座振替」の選択が出来ます。�
国民健康保険税を年金から天引でお支払いされている方々へは、�

来年度から「年金からのお支払い」と「口座振替」の選択が出来ます。�

税務課　☎0920-53-6111



　対馬市保健環境連合会（村瀬芳美会長）などでは、恒例となった「元気野菜コンテスト」を開催いたします。
　今回も、生ごみ堆肥化により栽培した野菜のコンテストや子どもたちによる事例発表、環境アドバイザー
中尾慶子先生の講演会、お楽しみ抽選会など内容も盛りだくさん。
　家庭から発生する生ごみのリサイクル。ごみ処理経費の削減や地球温暖化、食育についても考えようと
いう催しです。去年参加された方もはじめての方も気軽に参加して下さい。（参加費無料）
　コンテストに出品する「元気野菜」（生ごみ堆肥で栽培した野菜）もあわせて募集しています。

　開催日：平成21年1月18日（日）受付：午前10時から
　会場：峰地区公民館
　主催：対馬市保健環境連合会など
　問い合わせ：対馬市保健環境連合会事務局（市役所環境衛生課）
　☎ 0920－53－6111
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農林水産部　農林振興課　☎0920-53-6111　FAX0920-53-6122

環境の悪化につながります。�
遊休・耕作放棄地が発生すると…�

法的措置がとられます。�
遊休・耕作放棄地にしておくと…�

助成制度を活用しましょう!
「長崎県耕作放棄地解消5ヶ年計画実践事業」とは…�

遊休・耕作放棄地を解消するには…�

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

耕作放棄地を解消する場合、復旧等にかかる経費を一部助成する制度です。　助成に関しては各種条件がありますので以下、ご注意下さい!

耕作放棄地復旧�
活動支援事業�
［通称：バスター事業］�

助成助成（上限）（上限）単価単価：10,000円/10a助成（上限）単価：10,000円/10a

市が指定する耕作放棄地（要活用農地）を草払いするなど、復旧活動を行う�
個人・団体へ活動経費として、初年度に限り助成します。�

※5年間は復旧農地の適切な管理が義務付けされます。　管理が行われない場合は、助成金の返還となります。�

遊休・耕作放棄地とは…�遊休・耕作放棄地とは…�
もう何年も耕作をされていない�
荒れた農地のことです。�

市基本構想において、「要活用農地」に�
位置づけられた遊休農地の所有者等に�
対して、農業上の利用を促進するよう�
農業委員会から指導されます。�

当該農地が周辺農地に著しい支障�
（病害虫の発生や雑草の繁茂など）を�
及ぼす時には、市長から直ちに遊休�
農地の所有者等に対し、遊休農地の�
草刈り等支障の除去のために必要な�
ことが命ぜられ、その措置命令に従わ�
ないときには、市長による代執行が行�
われます。�

勧告に従わない場合は、市や農地保有合理�
化法人等による買入れ等の協議が行われます。�
（協議が整わない場合には、県知事の調停、�
最終的には知事の裁定による強制的賃借権�
（特定利用権）の設定に及びます。）�

指導しても是正されない場合は、市長�
から「特定遊休農地」である旨の通知が�
来ます。�

通知を受けた農地所有者等は、今後の�
利用計画を市長に届け出なければな�
りません。�

利用計画の内容が不十分な場合には、�
市長から必要な措置が勧告されます。�

市長の措置命令に従わない場合は、30万円以下の罰金。利用計画の�
届け出をせず、または虚偽の届け出をした場合は10万円以下の過料。�

産業廃棄物等の�
不法投棄�

隣接農地の農作業�
への悪い影響�

病害虫の発生・�
土砂等のたい積�鳥獣害の発生�

遊木・耕作放棄地�
雑木・雑草の繁茂�

原因1

原因2

原因3原因4

1.農業委員会の指導� 2.特定遊休農地の通知� 3.利用計画の届出�

4.必要な措置の勧告�
5.買入れ等の協議�

原因5

＜市長の代執行＞

罰金�

耕作放棄地を解消!耕作放棄地を解消!耕作放棄地を解消!
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今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
ヶ
月
１
万
４
千
４
１
０
円
で
す
。

１
年
分
ま
た
は
６
ヶ
月
分
を
前
納

す
る
と
割
引
が
あ
り
お
ト
ク
で
す
。

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
さ
ら
に

割
引
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
は
、
４
月
に
社
会
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書

に
よ
り
銀
行
・
郵
便
局
等
の
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

引
き
落
と
す
口
座
振
替
や
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た

だ
け
る
ほ
か
、
電
子
納
付
が
で
き

ま
す
。

　
年
内
（
平
成
20
年
中
）
に
納
付

し
た
保
険
料
は
、
平
成
20
年
分
の

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
全
額
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
配
偶
者
等
世
帯
員
の
保

険
料
は
、
納
付
し
た
者
が
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
※
）

　
前
納
・
口
座
振
替
等
の
申
し
込

み
方
法
等
、
詳
し
い
こ
と
は
お
近

く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際
は
、

領
収
証
ま
た
は
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が

必
要
で
す
。

問
合
わ
せ
先

　
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
運
営
課

　
☎
0
9
5-

8
3
2-

6
2
5
4

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談

　
の
お
知
ら
せ

　
１
月
14
日
（
水
）

　
対
馬
市
役
所

別
館
第
１
会
議
室

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
１
月
15
日
（
木
）

　
美
津
島
支
所

別
館
会
議
室

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
今
般
、
予
定
さ
れ
て
い
る
「
定

額
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
皆
様
へ
の
ご
連
絡
や
給
付
を
行

う
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
な
給
付
の
方
法
な
ど
が
決
ま
り

次
第
、
速
や
か
に
広
報
い
た
し
ま

す
。

◆
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
現
在
、

　
申
請
手
続
き
を
含
め
、
給
付
手

　
続
き
は
始
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
市
町
村
や
国
、
県
な
ど
の
担
当

　
者
が
定
額
給
付
金
の
給
付
の
た

　
め
に
生
年
月
日
や
家
族
構
成
、

　
口
座
番
号
等
を
電
話
や
手
紙
等

　
で
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

◆
市
町
村
や
国
、
県
な
ど
の
担
当

　
者
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ

　
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）

　
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、

　
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

　
他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

　
も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

　
せ
ん
。

◆
市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど
が

　「
定
額
給
付
金
」の
給
付
の
た
め

　
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求

　
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

　
ん
。

◆
定
額
給
付
金
の
手
続
き
が
始
ま

　
っ
た
場
合
に
は
、
市
町
村
や
国
、

　
県
な
ど
か
ら
お
知
ら
せ
が
な
さ

　
れ
ま
す
。

tsushima city community magazine

広報つしま  2008.12

Ｑ
 
裁
判
員
に
は
ど
の
よ
う
な
義
�

　
務
が
あ
る
の
で
す
か
。
�

Ａ
　
審
理
や
評
議
に
出
席
し
、
評

　
議
で
は
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い

　
ま
す
。
ま
た
、
公
平
誠
実
に
職

　
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
ん
。
こ
の
ほ
か
、
評
議
の
秘
密

　
や
裁
判
員
の
職
務
上
知
り
得
た

　
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
い
け
ま
せ

　
ん（
守
秘
義
務
）。
裁
判
員
の
守

　
秘
義
務
は
、
裁
判
員
と
し
て
裁

　
判
に
参
加
し
て
い
る
間
だ
け
で

　
は
な
く
、
裁
判
員
と
し
て
の
役

　
目
が
終
わ
っ
た
後
も
守
ら
な
く

　
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
義
務
に
違

　
反
し
た
場
合
、
刑
罰
が
科
せ
ら

　
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�Ｑ
 
裁
判
員
に
な
っ
た
ら
必
ず
意

　
見
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
の
で
す
か
。

Ａ

法
律
上
、
裁
判
員
は
、
事
件

　
に
つ
い
て
裁
判
官
と
一
緒
に
議

　
論（
評
議
）す
る
際
に
意
見
を
述

　
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

　
て
い
ま
す
。
評
議
に
お
い
て
一

　
つ
の
結
論
を
出
す
た
め
に
は
、

　
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
裁
判
員

　
と
裁
判
官
が
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
意

　
見
を
述
べ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ

　
か
ら
で
す
。も
っ
と
も
、評
議
に

　
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
問
題
点

　
に
つ
い
て
一
度
に
ま
と
ま
っ
た

　
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
わ
け
で
は
な
く
、
自
由
に
自

　
分
の
気
付
い
た
と
こ
ろ
か
ら
意

　
見
を
述
べ
て
い
た
だ
い
て
論
議

　
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ

　
い
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、意
見
を

　
変
え
る
こ
と
も
自
由
で
す
。
裁

　
判
長
も
、
必
要
な
法
令
に
関
す

　
る
説
明
を
丁
寧
に
行
い
、
分
か

　
り
や
す
く
評
議
を
整
理
し
、
裁

　
判
員
が
発
言
す
る
機
会
を
十
分

　
に
確
保
す
る
な
ど
し
て
、
裁
判

　
員
の
方
が
意
見
を
十
分
に
言
え

　
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、

　
安
心
し
て
評
議
に
参
加
し
て
く

　
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】裁
判
員
制
度
に
関
す

　
る
出
前
説
明
会
を
随
時
受
け
付

　
け
て
お
り
ま
す
。職
場
や
学
校
、

　
地
域
の
集
ま
り
の
場
に
も
出
向

　
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
長
崎
地
方
裁
判
所
厳
原
支
部

　
　
☎
0
9
2
0(

5
2)

0
0
6
7

平
成
21
年
5
月
21
日
か
ら�

は
じ
ま
る
裁
判
員
制
度
に�

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。�

あ
な
た
も
裁
判
員
に
選
ば�

れ
る
か
も
！�

裁判員制度
Ｑ＆Ａ［11］�

○
国
民
年
金
を
納
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ま
し
ょ
う�

�

定
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金
の
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付
金
の�
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を
よ
そ
お
っ
た
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そ
お
っ
た�
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欺
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『
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の�
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よ
そ
お
っ
た�

『
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欺
』や�

『
個
人
情
報
の
詐
取
』に�

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�
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平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引

揚
者
の「
ご
本
人
」に
、『
特
別
慰
労

品
』を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
ご
遺

族
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

　「
引
揚
者
」は
、
終
戦
の
日
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活

し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た

家
族
全
員
が
対
象
で
す
。
請
求
書

等
は
各
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
住

民
生
活
課
又
は
各
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
請
求
期
限
は
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。
未
請
求
の
方
は
、

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
資
格
要
件
等
の
質
問
は
、
次
の

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
ま
で

☎
無
料
0
1
2
0
‐
2
3
4
‐
9
3
3

　（
月
〜
金

９
時
15
分
〜
17
時
15

分
ま
で

土
日
祝
休
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.h

eiw
a.g

o
.jp
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厳
原
町
郷
土
館
に
８
本
の
広
型

銅
矛
が
あ
り
ま
す
。
厳
原
町
久
田

の
増
田
山
で
林
道
工
事
中
に
偶
然

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
工
事
中
で
し
た
の

で
一
部
の
銅
矛
が
壊
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
を
保

っ
て
い
る
が
３
本
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
最
大
の
銅
矛
は
長
さ

85.

5
㎝
、
最
大
幅
12.

8
㎝
、
重

量
3.

05
㎏
あ
り
ま
す
。

　
広
型
銅
矛
は
弥
生
時
代
後
期

（
約
1
9
0
0
年
前
）頃
か
ら
つ
く

ら
れ
始
め
た
青
銅
製
の
大
型
の
矛

で
す
。

溶
か
し
た
銅
を
石
の
鋳
型
に
流
し

込
み
成
型
し
ま
す
が
、
武
器
で
は

な
く
、
武
器
型
の
祭
器
で
す
。

　
久
田
の
増
田
山
か
ら
発
見
さ
れ

た
銅
矛
は
標
高
1
0
0
m
ほ
ど
の

山
腹
に
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
こ

ん
な
高
い
場
所
に
銅
矛
が
8
本
も

埋
め
ら
れ
て
い
た
の
か
謎
で
す
。

専
門
用
語
で
は
こ
の
よ
う
な
遺
跡

を
特
殊
埋
納
遺
跡
と
い
っ
て
い
ま

す
。
特
殊
埋
納
遺
跡
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
青
銅
製
品
等
が
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
埋
め
た
の
か
詳

し
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
ま

か
に
い
っ
て
二
つ
の
説
が
あ
り
ま

す
。
１
つ
は
こ
れ
ら
の
埋
納
品
は

何
か
の
祭
り
を
お
こ
な
う
と
き
だ

け
に
用
い
た
も
の
で
、
必
要
が
な

い
と
き
は
地
中
に
埋
め
青
銅
製
品

が
持
つ（
付
与
さ
れ
た
）超
自
然
的

な
力
を
封
じ
た
と
い
う
説
。

も
う
１
つ
は
青
銅
製
品
自
体
、
超

自
然
的
な
力
を
失
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
あ
る
い
は
必
要
と
し
な
く
な

っ
た
か
ら
埋
め
て
し
ま
っ
た
、
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
前
者
と
後

者
の
説
は
時
代
の
推
移
を
考
慮
す

れ
ば
お
そ
ら
く
ど
ち
ら
も
正
し
い

説
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
広
型
銅
矛
は
ど
の
よ
う
な
祭
り

で
使
わ
れ
た
の
か
、
も
ち
ろ
ん
推

測
の
域
は
で
ま
せ
ん
が
、
大
き
な

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
環
境
は

整
っ
て
い
ま
す
。
対
馬
で
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
り
、
神
社
な
ど
に
保

管
さ
れ
て
い
る
広
型
銅
矛
は
約

1
3
0
本
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日

本
全
国
の
銅
矛
の
約
20
%
に
あ
た

り
ま
す
。
集
中
し
て
い
る
の
が
仁

位
浅
海
湾
一
帯
で
、
例
え
ば
豊
玉

町
の
貝
口
浦
に
浮
か
ぶ
黒
島
か
ら

15
本
の
銅
矛
が
一
括
し
て
出
土
し

て
い
ま
す
。
（
東
京
国
立
博
物
館

他
）
他
に
大
綱
、
糠
浦
な
ど
か
ら

も
出
土
し
て
お
り
、
対
馬
で
第
1

の
銅
矛
集
中
地
で
、
発
見
は
ほ
と

ん
ど
偶
然
に
よ
る
も
の
で
す
。

現
在
、
最
も
多
く
銅
矛
を
所
蔵
し

て
い
る
の
は
峰
町
の
神
社
で
、
13

本
が
神
代
鉾
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
銅
矛
は
対
馬
で

造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
北
部

九
州
で
造
ら
れ
、
対
馬
に
運
び
込

ま
れ
た
も
の
で
す
。

北
部
九
州
で
造
ら
れ
た
銅
矛
の
原

材
料
の
青
銅
は
大
陸
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
運
送

の
仲
介
に
は
対
馬
の
人
々
も
か
か

わ
り
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
弥
生
時
代
後
期
、
対
馬
の
地
理

的
、
政
治
的
、
宗
教
的
な
環
境
が

銅
矛
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
で
は

な
ぜ
必
要
と
し
た
の
か
、
銅
矛
に

は
ど
の
よ
う
な
力
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
と
き
、
い
か
な
る
目
的
で

使
用
さ
れ
祭
ら
れ
た
の
か
解
明
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
説
と
し
て
は
「
航
海
の
安

全
を
祈
願
す
る
た
め
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で

は
充
分
に
地
理
的
、
政
治
的
、
宗

教
的
な
環
境
を
説
明
し
た
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
銅
矛
の
謎
を
解
く
と
は
対
馬
の

基
層
文
化
の
解
明
に
も
繋
が
る
こ

と
で
す
。
弥
生
時
代
後
期
、
倭
国

（
倭
国
＝
日
本
国
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）の
境
界
が
韓
国
の
南
岸
、狗
邪

韓
国
か
、
対
馬
か
い
ま
だ
分
明
で

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
っ
て
対
馬
が
銅
矛
を
必
要
と

す
る
祭
祀
の
島
で
あ
っ
た
こ
と
は

事
実
の
よ
う
で
す
が
、
な
ぜ
多
量

の
銅
矛
が
必
要
で
あ
り
、対
馬
に
集

中
し
て
い
る
の
か
大
き
な
謎
で
す
。

広
型
銅
矛
の
謎�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

シ
リ
ー
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文
化
財
の
紹
介�

ひ
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が
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ど
う

ほ
こ

ま
し

た

や
ま
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く

し
ゅ

ま
い

の
う

い

せ
き

か
ん

こ
く

く

や

わ
　
こ
く
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・「入園申込書」及び「誓約書」は、募集園及び下表の各�
　地域活性化センター、各教育委員会に用意しております。�
・提出は、必要事項を記入のうえ、住民票（謄本）を添付し、�
　募集園又は教育委員会各地区教育事務所にご提出ください。�
　詳細は、募集要項をご参照ください。�

・入園は、希望園において、保護者同　　　　　　　　　　　�
　伴のうえ、面談を行い決定します。�
　面談日・・・平成21年1月23日（金）　  　面談場所・・・各幼稚園�
・募集人員を超える場合は、面談終了後、改めて期日を設定し、抽選で入園者を決定します。抽選にもれ
　た場合、定員に満たない他の園があれば、再度申し込むことができます。�
　再募集期間・・・平成21年2月9日（月）～平成21年2月13日（金）　※詳細は後日連絡。�
・現在、在園中の園児については申込の必要はありません。�
・退園希望者については、各園に申し出ください。�
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【 問い合わせ先：対馬市教育委員会　学校教育課　☎０９２０－８６－３２１２ 】�

～
�平成20年12月15日（月）�

平成21年1月9日（金）�

園　    　名�

厳 原 幼 稚 園 �

久 田 幼 稚 園 �

豆 酘 幼 稚 園 �

鶏 鳴 幼 稚 園 �

比田勝幼稚園�

　区　　　分　�

5歳児（1年保育）�

4歳児（2年保育）�

3歳児（3年保育）�

募 集 人 員 �

　35名　 �

　35名　�

　20名　 �

　　　　　生　　年　　月　　日　　　　　�

平成 1 5 年 4 月 2 日 ～平成 1 6 年 4 月 1 日 生�

平成 1 6 年 4 月 2 日 ～平成 1 7 年 4 月 1 日 生�

平成 1 7 年 4 月 2 日 ～平成 1 8 年 4 月 1 日 生�

　　住　　　　所　　�

厳原町今屋敷670番地�

厳 原 町 久 田 4 3 2 番 地 �

厳原町豆酘2286番地の4�

美津島町　知乙588番地3�

上対馬町比田勝720番地�

　 電 　 　 話 　 �

5 2 － 0 1 3 4 �

5 2 － 2 8 4 3 �

5 7 － 0 7 4 0 �

5 4 － 2 3 6 6 �

8 6 － 2 2 3 8

通 園 区 域�

対 馬 市 全 域 �

対 馬 市 全 域 �

対 馬 市 全 域 �

対 馬 市 全 域 �

対 馬 市 全 域 �

平成21年度�

募 集 園 �

募集人員�

募集期間�

入園料・保育料�

申込方法�

そ の 他 �

対 馬 市 役 所 （ 市 民 課 ）�

美津島地域活性化センター（住民生活課）�

豊玉地域活性化センター　（住民生活課）�

峰地域活性化センター　　（住民生活課）�

上県地域活性化センター　（住民生活課）�

上対馬地域活性化センター（住民生活課）�

対馬市教育委員会　本庁〔上対馬町〕�

同上　南地区教育事務所〔厳原町〕�

同上　中地区教育事務所〔峰町〕�

53－6111�

54－2271�

58－1111�

83－0304�

84－2312�

86－3112�

86－3212�

52－8855�

83－0581

5歳児�
(1年保育)�
�

入園料� 9,000円�

6,100円�

9,000円�

6,100円�

12,000円�

9,100円�

入園料�

入園料�

保育料�

保育料�

保育料�

4歳児�
(2年保育)�
�

3歳児�
(3年保育)�
�

各幼稚園とも下表のとおりとする。ただし、厳原幼稚園3歳児のみ40名とする。�
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対
馬
で
遊
漁
を
楽
し
ま
れ
る
皆
様
へ�

対
馬
で
遊
漁
を
楽
し
ま
れ
る
皆
様
へ�

①
ま
き
餌
の
総
量
制
限�

　
１
人
１
日
、
10�
kg
以
内�

②
時
期
、
時
間
の
制
限�

　
12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で�

の
間
は
、
午
後
９
時
か
ら
午
前
６�

時
ま
で
の
ま
き
餌
釣
り
を
禁
止�

③
釣
獲
量
の
制
限�

　
ま
き
餌
釣
り
に
よ
る
釣
獲
量
は
、�

１
回
の
釣
行
で
の
実
釣
日
数
に
か�

か
わ
ら
ず
１
人
１
釣
行
、10�
kg
以
内�

④
体
長
の
制
限�

　
チ
ヌ
20�
cm
、
ク
ロ
15�
cm
以
下
は�

再
放
流
。�

①
ま
き
餌
の
総
量
制
限�

②
時
期
、
時
間
の
制
限�

③
釣
獲
量
の
制
限�

■
問
い
合
わ
せ
先�

対
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会�

事
務
局 

対
馬
地
方
局 

水
産
課�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
３
１
１�

■
問
い
合
わ
せ
先�

対
馬
沿
岸
海
域
利
用
対
策
協
議
会�

事
務
局 

対
馬
市
役
所 

水
産
振
興
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
対
馬
で
は
「
対
馬
に
お
け
る
遊
漁
ル
ー
ル
」
や
、
「
対
馬
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
指
示
」
に
よ
っ
て
、
秩
序
あ
る
遊
漁
、
適
正
な
漁
場
利
用

の
確
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。�

　
「
遊
漁
ル
ー
ル
」
、「
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
資
源
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

　
尚
、「
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
に
違
反
す
る
と
長
崎
県
知
事
に
よ
る

遵
守
命
令
が
発
せ
ら
れ
、
命
令
違
反
に
は
罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。�

★
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！�

外
国
人
の
方
は
、�

「
ま
き
餌
釣
り
」�

そ
の
も
の
が
法
律�

で
禁
止
さ
れ
て
い�

ま
す
。�

漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に
関
す
る�

詳
細
事
項
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ�

せ
く
だ
さ
い
。�

　
違
反
し
た
場
合
は
３
年
以
下
の
懲�

役
、
若
し
く
は
４
０
０
万
円
以
下
の�

罰
金
、
又
は
こ
れ
ら
が
併
科
さ
れ
ま�

す
。�

対
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示�

遊

漁

ル

ー

ル

�

●市内各保育所（園）募集定員・連絡先�

　平成２１年４月１日から新たに保育所（園）、へき地
保育所の入所希望される方は、受付期間内に申込手続
きを行ってください。

☎58-2294

電話番号�問い合わせ�

福祉事務所福祉課�

☎53-6111南福祉保健センター�

☎54-2271美津島地域活性化センター�
住民生活課�

☎83-0304峰地域活性化センター�
住民生活課�

☎84-2313北福祉保健センター�

☎86-3112上対馬地域活性化センター�
住民生活課�

保育所（園）名� 定　員�

親愛�
厳原南�
知�
豊玉南�
佐賀�
三根�
仁田�
佐須奈�
比田勝�
泉�
阿連へき地�
久根へき地�
佐須へき地�

210名�
180名�
120名�
60名�
45名�
45名�
60名�
45名�
60名�
30名�
25名�
30名�
30名�

（☎52‐1183）�
（☎52‐2299）�
（☎54‐2343）�
（☎59‐0435）�
（☎82‐0049）�
（☎83‐0179）�
（☎85‐0504）�
（☎84‐2112）�
（☎86‐3185）�
（☎86‐2347）�
（☎56‐1126）�
（☎57‐1172）�
（☎56‐0147）�

保育所（園）名� 定　員�

豆酘へき地�
大船越へき地�
小船越へき地�
賀谷へき地�
竹敷へき地�
西へき地�
仁位へき地�
乙宮へき地�
小綱へき地�
塩浜へき地�
久原へき地�
佐護へき地�
一重へき地�

25名�
45名�
30名�
30名�
30名�
30名�
70名�
35名�
40名�
25名�
30名�
30名�
45名�

（☎57‐1920）�
（☎54‐2824）�
（☎55‐0001）�
（☎55‐1003）�
（☎54‐3735）�
（☎53‐2120）�
（☎58‐1518）�
（☎58‐1541）�
（☎58‐1517）�
（☎58‐1367）�
（☎85‐0169）�
（☎84‐5254）�
（☎87‐0359）�

申込期間�平成21年１月13日（火）�
　　～平成21年２月13日（金）�

受付場所�福祉事務所福祉課、北・南福祉保健センター�
各地域活性化センター住民生活課・各保育所�
（園）・各へき地保育所�
親愛保育園については、保育園でのみ受付と�
なり、南福祉保健センターでは受付できませ�
んので御了承願います。�

申 込 書�受付場所にて用意しております。�



　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
統
計

調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
企
業
、

大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・

中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
12
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
伺
い
ま
す
。
調
査
票
に

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
正

確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
１
１
０
番
は
緊
急
の
事
件
・
事

　
故
の
際
の
緊
急
電
話
で
す
。�

　
○
相
談
に
関
す
る
も
の
　
○
免

　
許
証
の
更
新
　
○
落
と
し
物
の

　
届
出
等
緊
急
で
な
い
用
件
は
、

　「
＃
９
１
１
０
」又
は
各
警
察
署

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
１
１
０
番
の
か
け
方�

　
「
家
庭
の
電
話
」「
携
帯
電
話
」

　
な
ど
全
て
、
市
外
局
番
な
し
で

　
「
１
１
０
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
。

■
１
１
０
番
は
ど
こ
に
つ
な
が
る
の
？�

　
　
１
１
０
番
は
地
元
の
警
察
署

　
へ
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
は
な

　
く
、
全
て
長
崎
市
の
長
崎
県
警

　
察
本
部
通
信
指
令
室
に
つ
な
が

　
り
ま
す
。

　
か
け
る
と
き
は
落
ち
着
い
て

　
①
「
事
件
」
か
「
事
故
」
か
②

　
発
生
場
所
は
、
「
長
崎
県
」
の

　
「
○
○
市
」
「
○
○
町
」
、
目

　
印
と
な
る
目
標
物
③
犯
人
は
、

　
ど
ん
な
格
好
で
、
ど
ん
な
手
段

　
で
（
車
で
？
走
っ
て
？
）
ど
ち

　
ら
の
方
向
に
逃
げ
た
④
怪
我
な

　
ど
被
害
の
程
度
⑤
あ
な
た
の
氏

　
名
、
電
話
番
号
等
を
伝
え
て
く

　
だ
さ
い
。
⑥
携
帯
電
話
で
１
１

　
０
番
通
報
を
行
う
場
合
に
は
、

　
発
生
の
場
所
の
番
地
、
目
標
物

　
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
通
話
中
は
で
き
る
限
り
場
所
を

　
移
動
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
対
馬
の
自
然
は
、
複
雑
に
入
り

組
ん
だ
海
岸
線
に
溺
れ
谷
地
形
と

周
囲
の
自
然
材
等
で
構
成
さ
れ
る

浅
茅
湾
や
、
豆
酘
崎
か
ら
長
崎
鼻

ま
で
の
海
蝕
崖
海
岸
、
龍
良
山
・

白
嶽
・
御
岳
等
の
原
始
林
に
代
表

さ
れ
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
、
昭
和

43
年
７
月
、
壱
岐
対
馬
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
優
れ
た
自
然
風
景
を
保
護

す
る
た
め
、
自
然
公
園
法
に
基
づ

き
、
国
定
公
園
内
で
は
各
種
の
行

為
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
築
物
や
そ
の
他
の
工
作
物
の

設
置
、
木
竹
の
伐
採
、
土
地
の
造

成
、
土
石
の
採
取
、
屋
外
で
の
資

材
や
土
石
等
の
集
積
、
広
告
物
の

設
置
等
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に

自
然
公
園
法
に
基
づ
く
許
可
申
請

又
は
届
出
が
必
要
で
す
。
国
定
公

園
区
域
や
規
制
内
容
の
確
認
等
は
、

対
馬
地
方
局
総
務
課
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
違
反
し
た
場
合
は
、
原

状
回
復
や
、
６
ヶ
月
以
下
の
懲
役

又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
等
に
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
１
月
は
農
業
委
員
会
委
員

の
選
挙
人
名
簿
の
調
整
月
と
な
っ

て
い
ま
す
。
申
請
書
は
居
住
地
区

の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
し
ま

す
。忘
れ
ず
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
提
出
期
日
　
平
成
21
年
１
月
９
日

■
提
出
先
　
農
業
委
員
会（
上
県
）

農
林
振
興
課（
厳
原
）・
各
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課

●
緊
急
保
証
の
対
象
業
種
を�

　
６
１
８
業
種
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
緊
急
保
証
制
度
は
、
信
用
保
証

協
会
の
１
０
０
％
保
証
で
す
。
責

任
共
有
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。
対
象
業
種
の
方
は
、
一
般
保

証
８
千
万
円
に
加
え
て
、
別
枠
で

８
千
万
円
（
担
保
が
あ
る
方
は
、

一
般
保
証
２
億
円
に
加
え
て
、
別

枠
で
２
億
円
）
ま
で
の
保
証
を
利

用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/

w
w

w
.ch

u
sh

o
.m

eti.

g
o

.jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は�

　
業
種
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す
。�

　
全
業
種
の
方
、
４
億
８
千
万
円

（
中
小
企
業
の
方
）
、
４
千
万
円

（
小
規
模
企
業
の
方
）
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。
特
に
業
況
の
厳
し
い

方
に
対
す
る
金
利
の
引
き
下
げ
も

行
う
予
定
で
す
。

　
特
別
貸
付
は
、（
株
）日
本
政
策

金
融
公
庫
や
沖
縄
振
興
開
発
金
融

公
庫
に
加
え
、（
株
）商
工
組
合
中

央
金
庫
で
も
行
う
予
定
で
す
。
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農
業
委
員
会
委
員
の

農
業
委
員
会
委
員
の�

選
挙
人
名
簿
の
申
請
を

選
挙
人
名
簿
の
申
請
を�

忘
れ
ず
に

忘
れ
ず
に�

農
業
委
員
会
委
員
の�

選
挙
人
名
簿
の
申
請
を�

忘
れ
ず
に�

対
馬
市
農
業
委
員
会�

☎
０
９
２
０（
８
４
）２
４
０
１�

国
定
公
園
内
で
の

国
定
公
園
内
で
の�

各
種
行
為
に
は
事
前
の

各
種
行
為
に
は
事
前
の�

手
続
き
が
必
要
で
す

手
続
き
が
必
要
で
す�

国
定
公
園
内
で
の�

各
種
行
為
に
は
事
前
の�

手
続
き
が
必
要
で
す�

対
馬
地
方
局
　
総
務
課�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
３
１
１�

１
１
０
番

１
１
０
番 

地
域
を
守
る

地
域
を
守
る�

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン�

１
１
０
番 

地
域
を
守
る�

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン�

対
馬
南
警
察
署�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
１
０�

対
馬
北
警
察
署�

☎
０
９
２
０（
８
４
）２
１
１
０�

統
計
調
査
に
御
協
力
を

統
計
調
査
に
御
協
力
を�

統
計
調
査
に
御
協
力
を�

対
馬
市
　
地
域
振
興
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

中
小
中
小
・
小
規
模
企
業

小
規
模
企
業�

全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す
！

全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す
！�

中
小
・
小
規
模
企
業�

全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す
！�

九
州
経
済
産
業
局
　
産
業
部
中
小
企
業
課�

☎
０
９
２（
４
８
２
）５
４
４
８（
直
）�

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ�
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日
常
の
場
面
で
使
わ
れ
る
韓
国

語
を
対
話
形
式
で
学
習
し
ま
す
。

■
開
催
日�

　
21
年
１
月
20
日
〜
２
月
12
日

　
（
毎
週
火
・
木
曜
日
）
計
６
回

■
開
催
時
間
　
19
時
〜
21
時

■
開
催
場
所�

　
対
馬
高
校
商
事
実
習
室

■
対
象
者
　
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
（
高
校
生
は
除
く
）

■
定
員
　
20
名
（
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
受
講
料
　
無
料

■
準
備
品
　
筆
記
用
具

■
募
集
期
間
　
12
月
15
日（
月
）

　
　
　
　
〜
21
年
１
月
13
日（
火
）

�

�����

■
開
催
日
　
21
年
１
月
23
日（
金
）

■
開
催
時
間
　
18
時
30
分

■
開
催
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
　
無
料

■
出
演
者�

　
成
世
昌
平
、
斉
藤
た
ま
み
他

■
応
募
方
法�

　
郵
便
往
復
は
が
き
（
１
枚
２
人

様
）
の
「
往
信
用
裏
面
」
に
①
郵

便
番
号
、
②
住
所
、
③
名
前
、
④

電
話
番
号
を
「
返
信
用
表
面
」
に

①
郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③
名
前

を
明
記
し
、
左
記
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

■
あ
て
先�

　
〒
８
５
０
‐
８
６
０
３（
住
所
不
要
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局

　
　
　
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
係

■
締
切
　
21
年
１
月
５
日（
月
）必
着

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.n

h
k

.o
r.jp

/

　n
ag

asak
i/

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
個

　
人
情
報
は
、
抽
選
結
果
の
ご
連

　
絡
の
ほ
か
受
信
料
の
お
願
い
に

　
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

■
幼
稚
部�

　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
視
覚
に

障
害
の
あ
る
幼
児
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
高
等
部�

　
普
通
科
課
程
と
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う

師
を
養
成
す
る
専
攻
科
の
課
程
が

あ
り
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間�

【
幼
稚
部
】
21
年
２
月
９
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
２
月
27
日（
金
）

【
高
等
部
】

●
第
１
次
　
21
年
２
月
９
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
２
月
13
日（
金
）

●
第
２
次
　
21
年
３
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
〜
３
月
23
日（
月
）

　
幼
児
や
児
童
生
徒
の
教
育
相
談

も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ�

　
長
崎
県
立
盲
学
校

　
〒
８
５
１
‐
２
１
０
１

　
西
彼
杵
郡
時
津
町
西
時
津
郷
８
７
３

　
℡
０
９
５（
８
８
２
）０
０
２
０

募
　
　
集

募
　
　
集�
募
　
　
集�

民
謡
を
た
ず
ね
て

民
謡
を
た
ず
ね
て（
公
開
録
音
）

（
公
開
録
音
）�

　
　
　
　

　
　
　
　  

観
覧
者
募
集

観
覧
者
募
集�

民
謡
を
た
ず
ね
て（
公
開
録
音
）�

　
　
　
　  

観
覧
者
募
集�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局�

☎
０
９
５（
８
２
１
）３
１
２
４�

韓
国
語
講
座
生

韓
国
語
講
座
生�

　
　
　

　
　
　（
初
心
者
）

（
初
心
者
）募
集
募
集�

韓
国
語
講
座
生�

　
　
　（
初
心
者
）募
集�

厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
２
０（
５
２
）３
６
３
６�

平
成
平
成
21
年
度
年
度�

　
　
園
児

　
　
園
児
・
生
徒
募
集

生
徒
募
集�

平
成
21
年
度�

　
　
園
児
・
生
徒
募
集�

長
崎
県
立
盲
学
校
幼
稚
部�

　
高
等
部
（
普
通
科
・
専
攻
科
）�

12月に入った本の紹介！�12月に入った本の紹介！� つしま図書館　☎0920（52）3900

おはなし会は毎月第３土曜日の午後２時から３時に、４階ギャラリーにて開催しています。�

『瑠璃でもなく、玻璃でもなく』�
唯川　恵／著　集英社�

欲しいものは確かなもの、
確かな約束、未来、形の
見える幸せ。忙しい仕事
の逃げ場として結婚に行
き着いたのに今は結婚の
逃げ場が仕事。
一人の男性を挟んで交錯
する人生のゆくえはどう
なるのか。

『世界石油戦争　上・下』�
広瀬　隆／著　日本放送出版協会�

石油利権をめぐる欧米と
イスラム社会の対立の新
装を暴く！
中東イスラム諸国の歴史
と現実を解いた作品

『夢をかなえるゾウの秘密』�
ガネーシャの課題を実践してみる会／著�
フローレンス林／著　データハウス�

ベストセラー「夢をかな
えるゾウ」に登場する神
様、ガネーシャの出した
29の課題を検討し実践し
た著者が、その教えにつ
いて考える。

『おこる』�
中川ひろたか／著　金の星社�

毎日怒られてばかりの僕。
なんで僕が怒られるんだ
ろう？
怒ったから気持ちがスッ
キリするわけでもないの
に…テレビ番組『情熱大
陸中川ひろたか編』から
生まれた絵本。

『やまねこようちえん』�
那須田　淳／著　ポプラ社�

立派なネコになるために
子猫たちはやまねこよう
ちえんに通っています。
桜ちゃんは子猫のモモに
連れていってもらい一日
体験をしますがさてどう
なることやら…

『ブンダバーとわんわん』�
くぼしま りお／著　ポプラ社�

サワンさんが見つけた子
猫はとてもかわいく、で
もわがまま。
ブンダバーたちは子猫の
しつけにチャレンジする
のですが振り回されっぱ
なし。果たしてブンダバ
ーたちはどうするのか…
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平成21年　１月21日（水）�

平成21年　１月22日（木）�

平成21年　１月23日（金）�

平成21年　１月26日（月）�

平成21年　１月28日（水）�

平成21年　１月29日（木）�

平成21年　１月30日（金）�

平成21年　２月２日（月）�

平成21年　２月４日（水）�

平成21年　２月５日（木）�

平成21年　２月６日（金）�

平成21年　２月９日（月）�

平成21年　２月12日（木）�

平成21年　２月13日（金）�

平成21年　２月16日（月）�

平成21年　２月18日（水）�

【市外業者】�

【市内業者】�

【予備日】�　都合により、指定日に申請できなかった者、�
及び再提出を求められた者が申請する日とする。�

ア行（ア～オ）�

カ行（カ～コ）�

サ行（サ～ソ）�

タ行（タ～ト）�

ナ行（ナ～ノ）�

ハ行（ハ～ホ）�

マ行・ヤ行・ラ行・ワ行�

ア行（ア～オ）�

カ行（カ～コ）�

サ行（サ～ソ）�

タ行（タ・チ）�

タ行（ツ～ト）・ナ行（ナ～ノ）�

ハ行（ハ～ホ）�

マ行・ヤ行・ラ行・ワ行�

受　付　日� 商　号　の　頭　文　字�

対馬市厳原町国分1441�

対馬市美津島町 知甲550‐2�

対馬市豊玉町仁位380�

対馬市峰町三根451�

対馬市上県町佐須奈甲567‐3�

対馬市上対馬町比田勝575‐1

☎0920（53）6111�

☎0920（54）2271�

☎0920（58）1111�

☎0920（83）0301�

☎0920（84）2311�

☎0920（86）3111

住　　　所� 配　布　場　所� 電　　話�

平成21年度 対馬市建設工事・建設関連（コンサルタント）・物品・�
役務の提供等の入札参加資格申請書審査実施要領について�

資 格 �１�

受付場所�２�

資格の有効期間�３�

申請書様式�４�

（１）必要な方は、下記の場所でお申し出ください。�

（２）インターネット利用の場合…対馬市ホームページからダウンロードして入手できます。�

実施要領及び申請書独自様式の入手方法�５�
受付は次の期間に限り行うものとし、受付時間は９：00～12：00と13：00～16：30とします。�
なお、郵送による受付は行いませんので、提出書類の記載内容全般に精通した方がご持参下さい。�

受付期間・方法�６�

※物品…スポーツ用品・楽器・図書・教材・事務用品・印刷・繊維・看板・掲示板製作�
　　　　車両・燃料・電気製品・衛生機器　等�
※役務の提供…清掃・警備・機械設備保守・運送・リース　等�

…対馬市美津島地域活性化センター 別館会議室（長崎県対馬市美津島町 知甲550‐2）�

…平成21年４月１日から平成22年３月31日までの１年間�

…中央公契連（国）の統一様式及び対馬市独自の様式による。�

問い合わせ先�７� …対馬市総務企画部　財政課　☎0920（53）6111（代表）�

【共　　　　　通】（１）地方自治法施行令第167条の４第１項及び第２項に規定する者でない者�
　　　　　　　　　（２）対馬市税並びに消費税及び地方消費税等に未納がない者�
【建　設　工　事】（１）建設業法第３条第１項の許可を受けている者�
　　　　　　　　　（２）建設業法第27条の29の規定による総合評定値請求を行った者�
【コンサルタント】（１）法律上営業に関し、登録等を義務付けられている業務は、登録を受けている者�
【物品・役務の提供等】（１）法律上営業に関し、登録等を義務付けられている業務は、登録を受けている者�

対馬市役所 総務企画部 財政課�

美津島地域活性化センター 地域支援課�

豊玉地域活性化センター 地域支援課�

峰地域活性化センター 地域支援課�

上県地域活性化センター 地域支援課�

上対馬地域活性化センター 地域支援課�
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〔問い合わせ〕 �
　福祉保健部健康保健課�
　☎0920（58）1116

自分で作れる昼食にチャレンジ�自分で作れる昼食にチャレンジ�自分で作れる昼食にチャレンジ�
　10月17日、東部中学校学校保健委員会の活動と
して「自分で作れる昼食！」をテーマに親子料理
教室が開催され、総勢41人が参加しました。私た
ち峰支部のヘルスメイトも地域への伝達活動とし
て参加するようになり今年で10年目を向かえます。�
　夜７時からの開催でしたが、生徒は、部活動の
疲れも見せず、みんな真剣に取り組み楽しく調理
実習ができました。試食のあとには、中学生から
たくさんの意見をいただき、和やかな雰囲気の中
終わることができました。�

材 　 料 　 　 　 　 　 （４人分）�

作 　 り 　 方 �

一人分栄養価�

エネルギー�

タンパク質�

カルシウム量�

食塩相当量�

・・・・59kcal�

・・・・・・5.0g�

・・・・・86mg�

・・・・・・0.8g

① ほうれん草はゆでて水気をきり、４cmの長さに切る。しめじは�
　 石づきを取って小房にほぐし、酒と水で酒炒りにする。�
② 　 をフライパンに入れて中火にかける。にんにくの�
　 香りがして、じゃこがカリカリになったら火をとめる。�
③ ①にしょうゆと粉チーズをかけて和え、器に盛って�
　 ②を油ごとかける。�

ほうれん草・・・・・・・・・・・・・・・１束（２５０ｇ）�

しめじ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１／２パック�

酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１／２�

水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１�

　　ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１／２�

　　にんにくのみじん切り・・・１／２かけ分�

　　ちりめんじゃこ・・・・・・・・・・・・・・・２０ｇ�

しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２�

粉チーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１／２�

Ａ�

Ａ�

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�峰

支部�

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
は
、

だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。�

　
農
地
を
も
っ
て
い
な
い
農
業

者
や
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど

家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。�

　
保
険
料
の
額
は
、
自
分
が
必

要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向

け
て
、
自
分
で
保
険
料
を
決
め

ら
れ
ま
す
。
脱
退
は
自
由
。
脱

退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ま
で
支
払
っ
た
保
険
料
は

将
来
、
年
金
と
し
て
受
け
取
れ

ま
す
。�

　
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
、

所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。�

　
農
業
者
年
金
は
老
後
を
楽
し

く
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に
国
民

年
金
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年

金
制
度
で
「
農
業
者
の
た
め
の

年
金
」
で
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
先�

対
馬
市
農
業
委
員
会�

☎
０
９
２
０（
８
４
）２
４
０
１�
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安全運転で、事故のない対馬を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成20年中）� 11月30日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

39�
‐10�
3�
3�
44�

‐24

13�
‐1�
3�
3�
20�
2

52�
‐11�
6�
6�
64�

‐22

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　厳 原 支 所】�
☎52‐1169

14日（水）�

■１月の無料法律相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�

※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

岩 橋 英 世 弁護士�
（　九　弁　連　）�

福 田 浩 久 弁護士�
（　九　弁　連　）�

19日（月）� 【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

対馬市総合福祉保健センター�

会　　　場� 相 談 内 容 �担当相談員�日　程�

村岡月子、山 一宏�13日（火）�

■１月の心配ごと相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�

※相談の受付は、当日会場で先着順になります。�

※相談員は、当日変更となることがありますので、ご了承下さい。�

対馬市交流センター 第４会議室�27日（火）�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�

（
敬
称
略
）�
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
10
月
21
日
〜
11
月
20
日
受
付
分
）�

鰐
　
浦
　
小
茂
田
文
子
　
88
歳

河
　
内
　
宮
本
　
初
枝
　
96
歳

西
　
泊
　
犬
束
　
正
枝
　
78
歳

西
　
泊
　
財
部
　
光
江
　
89
歳

網
　
代
　
畑
島
　
義
範
　
86
歳

網
　
代
　
三
好
　
絹
枝
　
67
歳

舟
　
志
　
古
藤
　
秀
雄
　
92
歳

一
　
重
　
姉
川
　
幸
雄
　
63
歳

恵
　
古
　
佐
護
　
一
明
　
77
歳

深
　
山
　
佐
護
　
　
慶
　
98
歳

犬
ケ
浦
　
西
山
　
芳
正
　
79
歳

津
　
柳
　
早
田
ム
ラ
子
　
69
歳

小
　
綱
　
村

　
照
子
　
76
歳

貝
　
口
　
國
分
　
秀
敏
　
64
歳

塩
　
浜
　
辻
川
　
國
光
　
83
歳

横
　
浦
　
横

　
　
將
　
67
歳

緒
　
方
　
田
口
カ
ツ
エ
　
83
歳

日
の
出
　
藤
　
　
幸
子
　
73
歳

中
の
町
　
黒
岩
　
ト
モ
　
87
歳

根
　
緒
　
濱
崎
　
利
一
　
76
歳

田
　
渕
　
篠
崎
　
一
夫
　
66
歳

田
　
渕
　
阿
比
留
好
子
　
83
歳

小
茂
田
　
幾
度
覚
太
郎
　
82
歳

小
茂
田
　
下
條
　
　
豊
　
90
歳

椎
　
根
　
桐
谷
　
一
久
　
77
歳

豆
　
酘
　
樫
山
ヤ
ス
子
　
89
歳

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

《11月》�

企業誘致活動　　（福岡）
いきいき豊玉まつり
長崎県の未来を語る夕べ、
県離島振興協議会・過疎
地域自立促進協議会合同
陳情　　　　　　（東京）
県展移動展オープニング
セレモニー
牛窓エーゲ海フェスティバ
ル2008　（岡山県瀬戸内市）
企業誘致活動（笠岡市）、
長崎県大阪事務所訪問（大阪）
省庁・国会議員訪問（陳
情）、日本の領土を守るた
めに行動する議員連盟研
修会、県市長会・議長会
共同陳情活動　　（東京）
租税教育推進協議会設立総会
やまねこ音楽祭
もみじ祭り・内山盆地祭り
税の作文市長賞贈呈式
大口滞納者対策検討会
航路対策協議会
長崎県知事への県市長会要
望活動、第２回2012大型イ
ベント準備委員会　（長崎）
日韓社会福祉セミナー
対馬連合愛寒会寒蘭展
対馬市議会全員協議会
カーボンオフセット研究
会（長崎）、（夜）地域マネ
ージャー・モデル校区説
明会（佐護）
定例記者発表、四季の会
（対馬市内官公庁等代表
者会議）
かたらんね市長室
企業誘致活動　　（大阪）

１日
２日

４～５日

６日

８～９日

10～11日

12～13日

14日
15日
16日
17日
19日
20日

20～21日

22日
23日
25日
26日

27日

28日
29～30日

対馬市交流センター 第４会議室�

鍵本妙子、築城洋二�

よ ろ ず 相 談 �

障 害 者 相 談 �

社　協　職　員�20日（火）� 上対馬町地域福祉センター� ボランティア相談�

豊玉町福祉センター�

対馬市交流センター 第４会議室�

【社協　地域福祉班】�
☎58‐1432

26日（月）�

廣 部 俊 介 弁護士�
（ひまわり基金法律事務所）�

※太字は島外出張
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となり

　ます。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病

　院長崎医療センター応援につきまし

　ては、空路欠航等により診療を中止

　する事がありますので、事前に確認

　下さいますようお願いします。�

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よ

　　　りの予約患者様のみの診療を行

　　　っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代

　　　診致します。�

※３．透析診療については、月曜日～

　　　土曜日まで午前中に診療します

　　　ので、お問い合わせください。�

※４．予約制で事業所健診・社会保険

　　　生活習慣病予防検診も行ってい

　　　ます。�

冷え性�

足首の腫れ�

「心臓に雑音が聞こえます」と言われたら�

唇の荒れ�

認知症の早期発見�

男性の更年期障害�

24時間電話で健康をお届けします�

診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

１月１日�

２日�

３日�

４日�

11日�

12日�

18日�

25日�

山 上 医 院 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

かも整形外科医院�

東 島 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

山 上 　 睦 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

賀 茂 和 典 �

東 島 英 孝 �

豊 田 信 寛 �

（仁　位）�

（三　根）�

（ 　知）�

（佐　賀）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（佐須奈）�

☎０９５（８２６）５５１１�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �日
曜
・
休
日
救
急
医
療
在
宅
当
番
医�

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス�

１月のテーマ�
月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

予約にて受付けています。�

６・13・20・27�

７・14・21・28

13・27

６�

8：30～11：00

8：30～11：00�

（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

５・８・15・19�

22・26・29

9：00～�

8：30～11：00

毎週（火）�

毎週（水）�

耳 鼻 咽 喉 科�

第４（金）�

毎週（月・木）�

第２・４（火）�

第１（火）�

８・22 予約のみ�第２・４（木）�

23

第２（木・金）�８・９�
＊木曜日は予約のみ�

8：30～11：00

（福 岡 大 学 病 院）�

眼　　　　　科�
（対馬いづはら病院）�

神　経　内　科�
（市立大村市民病院）�

言語療法・摂食嚥下�
（対馬いづはら病院）�

補 聴 器 外 来�

内　　視　　鏡�

泌　尿　器　科�

（長 崎 大 学 病 院）�
（対馬いづはら病院）�

☆�

9:00̃受付患者様終了まで�

9:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

13:00̃受付患者様�
終了まで�

9:00̃受付患者様�
終了まで�

9:00̃受付患者様�
終了まで�

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃15:00

8:30̃11:00

8:30̃11:00

13

28

７・14・21・28

９�

７・14・21

７・14

28

７・14・21・28

17

第２（火）�

第４（水）�

毎週（水）午後�

第２（金）�

第1・2・3（水）�

第1・2・4（水）�

毎週（水）�

第３（土）�

血　液　内　科�
（長崎医療センター）�

神　経　内　科�☆�
（森　　　正　孝）�

循　環　器　科�☆�
（守　崎　勝　悟）�

脳 神 経 外 科�
（長崎医療センター）�

皮　　膚　　科�
（中 対 馬 病 院）�

糖 尿 病 外 来�★�
（川　上　眞寿弘）�

思 春 期 外 来 �
（長崎県立精神医療センター）�

（長崎医療センター）�
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龍
良
山
原
始
林�

　
厳
原
町
市
街
か
ら
南
下
し
、
内

山
峠
を
越
え
る
と
、
左
手
に
対
馬

で
２
番
目
に
高
い
、
標
高
５
５

８
・
５
メ
ー

ト
ル

の
雄
大
な
龍
良
山
原
始

林
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
古
く
か
ら
神
体
山
と

し
て
山
全
体
が
神
地
で
あ
っ
た
た

め
、
照
葉
樹
林
の
原
始
林
が
広
範

囲
に
残
っ
て
い
て
、
国
の
天
然
記

念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
山
の
鮎
も
ど
し
公
園
近
く
の
登
り
口

か
ら
木
漏
れ
日
の
降
り
注
ぐ
原
始
林
を
歩

い
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
太
古
か
ら
続
く

植
物
の
世
代
交
代
や
、
ゆ
っ
く
り
と
進
ん

で
い
く
時
間
の
中
で
逃
げ
た
く
て
も
逃
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
植
物
た
ち
の
熾
烈
な

バ
ト
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
更
に
先
に
進
ん
で
い
く
と
、

巨
木
「
ス
ダ
ジ
イ
」
が
お
出
迎
え
し
て
く

れ
ま
す
。

「
ト
ト
ロ
」

で
も
住
ん
で

い
そ
う
な
巨

木
に
圧
倒
さ

れ
、
自
分
が

小
人
に
な
っ

た
か
の
よ
う

な
錯
覚
す
ら

覚
え
ま
す
。

入
口
か
ら
こ

の
ス
ダ
ジ
イ
ま
で
20
分
ほ
ど
の
距
離
で
す

が
、
こ
こ
ま
で
で
も
十
分
に
人
の
手
が
加

わ
っ
て
い
な
い
自
然
の
物
語
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
原
始
林
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、

い
つ
の
ま
に
か
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、頂
上
ま
で
登
る
と
、眼
下
に
内
山

の
山
村
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
龍
良
山
に
入
山
を
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

入
山
申
請
を
し
、
初
め
て
の
方
は
案
内

人
を
つ
け
る
な
ど
、
事
故
の
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
物
産
推
進
本
部

　
☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

asig
h

tseein
g

@
city

‐tsu
sh

im
a.jp

◆
お
知
ら
せ
◆

　
今
ま
で
、
龍
良
山
、
有
明
山
、
白
嶽
、

御
嶽
な
ど
の
国
有
林
に
入
山
す
る
と
き
に

は
、
２
週
間
ほ
ど
前
ま
で
に
長
崎
県
森
林

管
理
所
へ
入
山
申
請
を
提
出
し
許
可
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
森
林
管
理
所

と
協
議
し
た
結
果
、
こ
れ
か
ら
は
龍
良
山

以
外
の
国
有
林
に
つ
い
て
は
、
入
山
３
日

前
ま
で
に
入
山
届
を
提
出
す
る
だ
け
で
入

山
が
で
き
る
よ
う
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
入
山
の
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
森
林
管
理
所

厳
原
町
日
吉
2
9
3
‐
2

　
☎
0
9
2
0
‐
5
2
‐
0
2
4
3

　豊玉町千尋藻地区と厳原町安神地区において「対馬市住宅防火

モデル地区指定書交付式」が行われました。

　対馬市消防本部が住宅火災による死者減少を目指し、住民の防

火意識並びに自主的な防火対策の高揚を図るため、当地区を防火

モデル地区として指定したもので、市内では厳原町豆酘地区に続

いて5ヶ所目になります。

　千尋藻漁村センターで行われた指定書交付式では、立石晴夫区

長が「地域ぐるみで防火意識の向上に努め、千尋藻地区が模範と

なるべき地域になるようにしなければなりません」と防火の重要

性を話され、乙宮へき地保育所幼年消防クラブの子供から「火の

用心マッチ１本火事の元、お父さん、タバコの投げ捨てやめまし

ょう」など元気な声で防

火宣誓が行われました。

　今後は、防火教室や消

火訓練、住宅用防災機器

等の普及推進などの事業

を重点的に行い住宅防火

対策の推進を行う予定です。なお、安神地区においては、住宅用

火災警報器・住宅用消火器の贈呈式も行われ、さっそく消防団員

が各家庭を回り寝室や階段に取り付けていました。 住宅用火災警報器の取り付け様子（安神地区）�

防火モデル　千尋藻地区�

防火モデル　安神地区�

た
て
　
ら
　

住宅防火モデル地区を指定　豊玉町千尋藻地区・厳原町安神地区住宅防火モデル地区を指定　豊玉町千尋藻地区・厳原町安神地区住宅防火モデル地区を指定　豊玉町千尋藻地区・厳原町安神地区


